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・フェノール系化合物汚染水質の浄化
・フェノール系汚染土壌の修復
・ハロゲン系化合物汚染土壌の修復

・有機系化合物の微生物分解

・酵素反応に用いたフェノール系化合物分解

・水酸化反応を用いた化合物変換

図１．AO1株によるL培地中でのBPA分解

我々は環境ホルモンの一つであるビスフェ

ノールA（BPA）の微生物分解法の開発をめざし、

BPA分解菌を土壌より単離した。本菌株のBPA
分解速度は非常に速く、また、BPAのみならず

多くのフェノール系化合物や一部のハロゲン系

化合物の分解も可能である。

微生物を用いた多くの環境汚染浄化法は土

着微生物の能力を利用したものが多く、その浄

化に多大な時間が必要であった。我々が提案

する手法は、処理能力の高い細菌を一菌株の

み利用するため、処理時間を短くすることが可

能である。また、本菌株は汚染浄化後速やか

に環境から消失することも確認しており、生態

学的な安全性も考慮されている。
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